
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
一
、
茅
葺
き
民
家
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
ま
ず
は
、
次
の
写
真
を
見
せ
て
問
い
た
い
。

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
こ
れ
は
、
熊
本
県
の
緑
川
河
口
の
ア
シ
潟

か
ら
採
取
し
て
き
た
ア
シ
で
あ
る
。
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
多
分
、
こ
れ
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ

う
か
ら
、
次
の
写
真
を
見
せ
て
、
ヒ
ン
ト
と

し
た
い
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
復
元
さ
れ
て
い

る
住
環
境
が
多
い

中
、
移
築
を
含
め

現
在
で
も
唯
一
残

さ
れ
て
い
る
の
が
、

こ
れ
ら
二
百
年
前

の
茅
葺
き
民
家
で

あ
ろ
う
。
江
戸
時

代
の
暮
ら
し
の
中

で
扱
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
あ
る
。
「
茅
」
と
は
、「
ア
シ
・
ス

ス
キ
・
チ
ガ
ヤ
」
等
の
総
称
ら
し
い
。「
ア
シ
」

（
又
は
「
ヨ
シ
」
等
々
）
と
い
う
植
物
名
を

出
せ
ば
、
調
べ
学
習
が
可
能
で
あ
る
。
上
記

（
発
問
）
こ
の
植
物
を
材
料
と
し
て
つ

く
ら
れ
る
も
の
は
、
何
で
し
ょ
う
か
。

ア
シ
の
写
真
添
付
（asi

） 

写
真
２
枚
の
重
ね
置
き
添
付 

（asigata

） 
（yaneura
） 

５
．“
歴
史
学
習
・
歴
史
認
識
”
の
授
業
ー
オ
モ
シ
ロ
工
夫
例 

③
問
題
別
授
業
―
“
住
の
歴
史
”
調
べ
学
習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
前
（
村
上
浩
一
） 

茅
葺
き
民
家
の
写
真
添

付
（kahabuki

） 



の
写
真
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
屋
根
を
つ
く

る
の
に
、
釘
一
本
使
わ
れ
て
い
な
い
。
藁
の

縄
を
使
っ
て
葺
き
上
げ
る
よ
う
だ
。
な
お
、

こ
の
茅
は
耐
久
年
数
が
約40

年
程
で
あ
り
、

古
く
は
竪
穴
住
居
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
材

料
で
も
あ
る
。 

□
□
□
二
、
囲
炉
裏
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□ 

 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

  

□
正
解
は
囲
炉
裏
で
あ
る
。
茅
葺
き
民
家
の

調
べ
学
習
の
途
中
で
わ
か
る
課
題
で
あ
る
。 

こ
の
囲
炉
裏
で
調
理
を
す
る
わ
け
だ
が
、
そ

の
際
の
熱
と
煙
で
、
茅
の
防
水
性
と
防
虫
性

を
高
め
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
も
と
も
と

ア
シ
に
は
適
度
な
油
分
が
あ
っ
て
、
雨
を
は

じ
く
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
囲
炉
裏
に
し

て
も
、
縄
文
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
昔
の
人
の
知
恵
が
読
み
取
れ
て
く
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
写
真
に
は
「
五
徳
」が
登
場
し
て
い
る
が
、

こ
れ
が
ヒ
ン
ト
と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に

「
鍋
を
置
い
た
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
鍋
置

き
文
化
と
鍋
吊
り
文
化
の
違
い
と
な
っ
て
く

る
。
寒
い
地
方
で
は
、
照
明
用
と
暖
房
用
と

し
て
、
鍋
を
自
由
に
上
下
移
動
で
き
る
も
の

が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
を
「
自
在
鉤
」
と
い

っ
た
。
実
は
、
こ
の
写
真
の
上
部
に
は
自
在

鉤
を
つ
る
す
も
の
が
設
置
し
て
あ
っ
た
。
こ

こ
熊
本
は
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、
両
方
設
置

さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
三
、
そ
の
他
の
住
環
境
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
あ
と
は
次
の
よ
う
な

課
題
を
出
し
て
、
調
べ
学
習
を
さ
せ
れ
ば
い

い
だ
ろ
う
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

       

□
□
□
四
、
雪
隠
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

囲
炉
裏
の
写
真
添
付
（irori

） 

（
発
問
）
こ
の
写
真
の
囲
炉
裏
は
、
暖

か
い
地
方
の
も
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ

と
も
寒
い
地
方
の
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

（
課
題
）
こ
こ
ま
で
屋
根
と
囲
炉
裏
に

つ
い
て
、
江
戸
の
庶
民
の
住
ま
い
を
み

て
き
ま
し
た
。
で
は
、
風
呂
は
、
ト
イ

レ
は
・
・
・
・
。
い
ろ
い
ろ
な
暮
ら
し

ぶ
り
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
発
問
）
茅
は
植
物
な
の
で
、
虫
が
つ

き
や
す
い
の
で
す
。
そ
れ
を
ど
う
や
っ

て
防
い
だ
の
で
し
ょ
う
か
。 



 

子
ど
も
た
ち
は
、
野
菜
つ
く
り
の
肥
料
と

し
て
人
糞
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実

を
知
る
と
、
「
エ
ー
」
と
一
斉
に
言
う
よ
う
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
と
諸
説
が
入
れ

乱
れ
て
い
る
「
慶
安
の
御
触
書
」
を
あ
え
て

取
り
上
げ
て
み
た
い
。
次
に
紹
介
す
る
一
文

は
、
江
戸
幕
府
が
農
民
に
対
し
、
ト
イ
レ
に

屋
根
を
つ
く
れ
、
ト
イ
レ
を
家
の
中
に
つ
く

れ
、
と
い
う
指
令
を
出
し
た
と
受
け
取
れ
る

内
容
で
あ
る
。 

          

      

肥
が
雨
水
で
薄
ま
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う

配
慮
で
あ
る
。
人
糞
が
重
要
な
肥
料
と
な
っ

て
い
た
こ
と
を
お
さ
え
て
い
き
た
い
。
そ
し

て
、
で
は
そ
れ
以
前
は
ト
イ
レ
は
ど
う
し
て

い
た
の
か
、
あ
る
い
は
武
士
は
ど
う
し
て
い

た
の
か
、
等
々
を
探
ら
せ
て
い
く
の
も
い
い

だ
ろ
う
。
肥
料
と
し
て
の
利
用
は
、
鎌
倉
時

代
か
ら
だ
そ
う
だ
。
そ
れ
以
前
は
、
川
に2

本
の
木
の
橋
を
渡
し
て
、
直
接
用
を
た
し
た

り
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
武
士
は

畳
の
部
屋
に
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
用
を
た
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
き
っ
と
、
様
々
な
事

例
を
探
し
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

□
□
□
五
、
住
ま
い
の
資
料
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
原
稿
を
書
い
て
い
く
中
で
、
次
の
よ
う
な

資
料
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
ど
う
し
て
も
、
調
べ
学
習
を
し
て
い
く
時
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
百
科
事
典
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
の
が
実
状
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
時
、

こ
の
資
料
は
、
課
題
を
発
見
す
る
の
に
役
立

つ
も
の
だ
と
確
信
し
た
。
「
○
○
絵
詞
」
と
い

う
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
カ

ラ
ー
で
紹
介
し
て
あ
る
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

例
え
ば
、「
一
遍
上
人
絵
伝
」「
源
氏
物
語
絵

巻
」
「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」
等
々
、
当
時
の
姿
が

絵
画
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
か

ら
当
時
の
住
環
境
が
読
み
取
れ
る
。
高
価
だ

が
、
原
典
に
あ
た
る
と
い
う
意
味
で
は
、
歴

史
の
醍
醐
味
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

（
熊
本
市
立
一
新
小
学
校
教
諭
）
□
□
□
□ 

一
、
百
姓
は
こ
へ
（
肥
）
は
い
（
灰
）

調
置
き
候
儀
専
一
に
候
間
、
せ
ち
ん

（
せ
っ
ち
ん
＝
雲
隠
）
を
ひ
ろ
く
作

り
、
雨
降
り
候
時
分
、
水
入
ら
ざ
る
様

に
仕
る
べ
し
。 

（
発
問
）
な
ぜ
、
ト
イ
レ
に
水
が
入
ら

な
い
よ
う
に
と
、
命
令
を
し
た
の
で
し

ょ
う
か
。 

（
発
問
）
せ
っ
ち
ん
（
雲
隠
）
と
は
、

何
で
す
か
。 

『
日
本
絵
巻
大
成
』
（
中
央
公
論
社
） 


